
「いちのせき市民モデルコレクション

(通称：イチコレ)」を一緒に創っていく

スタッフを募集します。参加モデルの

誘導や、照明・音響操作などが主な

仕事ですが、経験・資格等は問いま

せん。詳しくはホーム

ページをご覧いただくか、

下記までお問合せくださ

い。※右のＱＲコードから

もご覧いただけます。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2021.10
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「その名も『まだ名のない産直』」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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一関市立藤沢図書館では、認知症

になっても安心して暮らし続けられる

街について考えてもらおうと、全６回の

講座を開催します。第１回目は、「認

知症にやさしい栄養講座」と題し、

キューピー(株)の社員を講師に迎え、

「栄養」について楽しく学びます。申し

込みは下記まで(要事前申し込み)。

２０２１年８月２９日（日）に開催を予

定していた「いちのせき市民フェスタ２

１」は、「岩手緊急事態宣言」を受け、

開催予定日を下記日程に延期しました。

なお、最終的な開催判断は、開催日の

２週間前における新型コロナウイルスの

感染拡大状況等によって決定致します。

自治会や民区、集落公民館など、

地縁活動を担う組織の３役レベルの

みなさんに向けた情報交換の場「自

治会長サミット」。今年度は、これまで

の自治会長サミット内で多くあがってい

た悩みの声などをもとに、下記テーマで

情報交換を行います。完全申込制(10

月22日締切)、先着21名の定員です。

第１０回 新垣勉コンサート

延期のお知らせ

情報

認知症にやさしい

図書館講座

講座
花と泉の公園内

「GardenHouse Pott」

リニューアルオープン

情報

イベ

ント イチコレ 第２回コンテスト

スタッフ募集

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55449 5 24422 17

花泉 12442 -3 4722 6

川崎 3408 -5 1290 4

千厩 10221 -3 4109 -1

大東 12488 -17 4937 -2

東山 6177 -25 2302 -1

室根 4593 2 1777 4

藤沢 7396 -20 2795 -7

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 112174 -66

世帯数 46354 20

出生数 54 26

2021年９９９９月月月月１１１１日日日日付

(2021年８月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

「 いちのせき市民フェスタ２１」

１１月２１日に延期します

日時日時日時日時：２０２１年１０月１５日（金）

１３時３０分～１５時３０分

場所場所場所場所：藤沢市民センター 視聴覚室

（藤沢町藤沢字仁郷１２-５）

対象対象対象対象：一関市内在住の方、医療関係

者等(定員３０名/参加無料)

問合問合問合問合：０１９１-６３-５０８８

(一関市立藤沢図書館)

日時日時日時日時：２０２１年１１月２１日(日)１０時～１４時

場所場所場所場所：花と泉の公園

内容内容内容内容：参加団体(約３０を予定)による

各種ブースの展開(活動紹介、体験、

販売等)、主催者企画 ※日程延期に伴

い、当初予定から変更になった団体・企画あり

料金料金料金料金：入場無料

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター)

昨年度開催を予定していながらも、

新型コロナウイルス感染症の収束が

見通せないことから、今年11月に開

催を延期していた「第10回新垣勉お

しゃべりコンサート」は、今年度も開催

を延期致します。

最後(第10回)のコンサートを、生で

多くの中学生に届けたいという実行委

員会の総意から、安心して参加しても

らえる環境、快く協力していただける

状況を待つという判断を致しました。

延期日程等は決まり次第（来年）改

めてお知らせします。

自治会長サミット

Vol.１２

講座

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：https://www.center-i.org/

※「いちのせき市民活動センター イチコレ」

で検索しても上位に表示されます。

開催日開催日開催日開催日：２０２１年１１月２３日(火・祝)

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）

１｜二言三言｜ 一関市農業委員会 会長 伊藤公夫さん(後編)

３｜団体紹介｜ 千厩八幡太鼓

５｜地域紹介｜ 中通集落公民館 （花泉）

７｜企業紹介｜ 合同会社エール～いつもの訪問看護ステーション～ (一関)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑮

９｜センターの自由研究｜ 地名の謎ファイル№４「摺沢の水晶」

今月の表紙

古くから宗教儀式や祈祷、呪術ツールに用いられてきた“水晶”。弥生

〜古墳時代には水晶を用いた勾玉等が作られていたとか。それらは豪族

などの有力者しか所持することができず、大和朝廷成立後は、下賜品とし

て使われたことも。そんな“水晶”が地名の由来になったのでは？という

地域が当市内にあります。果たしてその真相は？（自由研究)

「花と泉の公園」内で花卉生産用に

使用していたビニールハウスが９月11

日より「GardenHouse Pott(ガーデンハ

ウス ポット)としてリニューアルオープン

しました。季節の花苗の展示販売のほ

か、各種体験教室(ハーバリウム、プリ

ザーブドフラワーアレンジメント、テラリ

ウム作り等)も行っています。詳細は公

式ホームページ(「花と泉の公園」で検索)

や各種ＳＮＳからご覧いただけます。

場所場所場所場所：花と泉の公園内 旧生産温室棟

(花泉町老松字下宮沢159-1)

営業時間営業時間営業時間営業時間：１０時～１７時※水曜定休

料金料金料金料金：入館無料(体験等は有料)

問合問合問合問合：０１９１-８２-４０６６

(花と泉の公園(花泉観光開発㈱)

問合問合問合問合：０９０-５２３１-４３３３

(中学２年生に新垣勉コンサートを贈る会

実行委員長 吉田恵子)

情報交換情報交換情報交換情報交換テーマテーマテーマテーマ：

「今後の自治会費について考える

～次の総会に、今ならまだ間に合う！～」

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２１年１０月２９日(金)

１８時３０分～２０時３０分

会場会場会場会場：川崎市民センター 研修室

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）
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地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関市農業委員会 会長※ 伊藤公夫さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹
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、

農

家

も

タ

イ

米

を

食

べ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

惨

め

な

思

い

を

し

ま

し

た

が

、

請

負

耕

作

の

人

は

関

係

な

か

っ

た

。

請

負

っ

た

分

の

賃

金

は

現

金

収

入

だ

し

、

収

入

の

見

通

し

も

立

て

や

す

い

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

昔

は

結

で

賄

っ

た

も

の

を

、

今

は

カ

ネ

計

算

。

「

一

回

な

ん

ぼ

」

の

世

界

に

な

っ

て

し

ま

い

、

「

ぎ

り

す

び

」

じ

ゃ

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

よ

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

水

稲

農

家

の

辛

さ

は

、

１

年

に

１

回

し

か

収

入

が

な

い

こ

と

。

だ

か

ら

昔

は

、

ど

こ

の

農

家

で

も

換

金

作

物

と

し

て

養

蚕

を

や

っ

た

ん

で

す

。

家

族

労

働

力

さ

え

確

保

で

き

れ

ば

、

養

蚕

は

良

い

収

入

源

な

ん

で

す

。

私

は

農

蚕

科

を

専

攻

し

ま

し

た

し

、

我

が

家

で

も

養

蚕

を

し

ま

し

た

が

、

年

間

で

５

～

６

回

「

掃

き

立

て

」

を

す

れ

ば

、

繭

を

売

っ

た

た

び

に

収

入

が

入

り

、

「

今

度

は

野

球

帽

を

買

っ

て

あ

げ

る

、

次

は

靴

ね

」

と

。

な

の

で

小

学

生

で

も

手

伝

い

ま

し

た

(

笑

)

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

家

内

制

手

工

業

が

な

く

な

っ

た

の

は

寂

し

い

で

す

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

葉

タ

バ

コ

も

契

約

栽

培

だ

か

ら

、

収

入

は

良

い

ん

で

す

。

米

が

１

反

歩

15

万

円

程

度

な

の

に

対

し

、

葉

タ

バ

コ

は

１

反

歩

40

万

円

。

捨

て

ら

れ

な

い

基

幹

産

業

だ

っ

た

ん

で

す

。

そ

れ

が

働

き

手

が

な

い

こ

と

で

、

耕

作

放

棄

地

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

東

磐

井

地

域

の

遊

休

農

地

の

多

く

は

葉

タ

バ

コ

と

養

蚕

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

農

業

委

員

会

で

は

そ

う

し

た

遊

休

農

地

に

対

し

て

ど

う

い

っ

た

対

応

を

行

う

の

で

す

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

状

況

に

合

わ

せ

て

で

す

が

、

「

農

地

中

間

管

理

機

構

」

に

委

ね

て

、

適

正

に

農

地

を

維

持

し

て

く

れ

る

人

を

探

す

よ

う

に

促

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

農

地

の

貸

し

借

り

を

仲

介

し

て

も

ら

う

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

は

い

。

現

に

私

も

田

河

津

の

若

者

に

８

反

歩

貸

し

て

い

ま

す

。

私

の

住

む

三

室

は

、

猊

鼻

渓

の

水

だ

し

、

日

照

り

の

心

配

も

な

く

、

土

地

は

良

い

。

た

だ

、

20

町

歩

の

農

地

に

60

戸

の

農

家

が

い

る

の

で

、

１

戸

平

均

４

反

歩

に

も

な

ら

ず

、

農

業

で

食

べ

て

い

け

る

人

は

い

な

い

ん

で

す

。

な

の

で

、

後

継

者

が

お

ら

ず

、

中

間

管

理

機

構

を

経

由

し

て

農

地

を

使

っ

て

も

ら

っ

て

い

る

人

が

多

い

。

三

室

の

半

分

近

く

の

農

地

を

、

そ

の

田

河

津

の

若

者

が

経

営

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

中

間

管

理

機

構

を

通

し

て

、

他

地

区

の

農

地

を

借

り

て

農

業

を

す

る

人

が

増

え

て

い

る

ん

で

す

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

そ

う

で

す

ね

。

土

地

改

良

区

の

水

利

費

や

固

定

資

産

税

は

自

作

者

(

土

地

の

所

有

者

)

が

払

う

の

で

、

借

り

る

方

に

は

負

担

が

少

な

い

。

貸

す

方

は

プ

ラ

マ

イ

ゼ

ロ

に

近

い

で

す

が

、

先

祖

代

々

の

土

地

が

動

か

な

い

で

そ

こ

に

あ

る

、

と

い

う

こ

と

に

意

味

が

あ

る

わ

け

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

農

業

所

得

を

あ

げ

る

」

こ

と

よ

り

「

農

地

を

守

る

」

と

い

う

感

覚

で

す

よ

ね

。

私

も

父

親

の

他

界

で

水

稲

栽

培

を

代

替

わ

り

し

ま

し

た

が

、

「

農

地

を

継

い

で

い

く

」

と

い

う

「

意

地

」

だ

け

で

や

っ

て

る

よ

う

な

状

態

で

す

(

笑

)

営

農

組

織

に

頼

ん

で

い

る

土

地

も

あ

り

ま

す

が

、

先

祖

代

々

の

土

地

を

守

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

は

な

っ

て

ま

す

か

ら

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

た

だ

、

守

っ

て

い

く

こ

と

と

同

時

に

、

将

来

ど

う

す

る

の

か

も

考

え

な

け

れ

ば

い

け

な

い

。

後

継

者

が

来

る

見

込

み

も

な

い

土

地

に

し

が

み

つ

き

続

け

る

人

も

少

な

く

な

い

。

３

日

畑

に

行

か

な

か

っ

た

ら

草

は

ボ

ー

ボ

ー

に

な

る

。

30

年

後

に

や

る

人

が

い

る

な

ら

ま

だ

し

も

、

見

込

み

が

な

い

の

な

ら

、

し

が

み

つ

く

意

味

を

考

え

な

け

れ

ば

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

農

業

委

員

会

は

「

先

祖

代

々

の

土

地

を

守

れ

」

と

い

う

指

導

で

は

な

く

「

維

持

で

き

な

い

な

ら

手

放

せ

」

と

い

う

方

向

で

す

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

自

立

で

き

る

適

正

な

農

業

者

が

い

る

の

な

ら

、

そ

の

人

に

委

ね

た

方

が

良

い

、

と

い

う

考

え

で

す

。

農

地

法

で

は

、

農

地

を

「

現

在

及

び

将

来

に

お

け

る

国

民

の

た

め

の

限

ら

れ

た

資

源

」

か

つ

「

地

域

に

お

け

る

貴

重

な

資

源

」

と

し

て

い

ま

す

。

個

人

の

も

の

と

い

う

考

え

で

は

な

く

、

資

源

を

有

効

に

活

用

す

る

と

い

う

視

点

が

重

要

な

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

中

途

半

端

に

す

る

こ

と

が

一

番

良

く

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

Ｕ

タ

ー

ン

で

就

農

し

て

、

ト

マ

ト

で

１

千

万

円

稼

い

で

る

よ

う

な

農

家

も

増

え

て

い

ま

す

。

そ

こ

ま

で

こ

ぎ

つ

け

る

に

は

、

技

術

と

い

う

よ

り

、

覚

悟

や

度

胸

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

苦

し

く

て

も

続

け

る

人

、

借

り

て

や

る

人

も

覚

悟

、

貸

し

た

り

、

手

放

す

人

も

覚

悟

。

昔

ば

か

り

見

て

い

る

の

で

は

な

く

、

先

を

見

据

え

て

「

覚

悟

」

を

決

め

る

と

い

う

こ

と

が

大

事

な

ん

で

し

ょ

う

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

今

、

全

国

で

「

人

・

農

地

プ

ラ

ン

」

の

実

質

化

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

当

市

に

お

い

て

も

、

「

地

域

農

業

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

」

と

し

て

、

地

域

毎

に

「

誰

が

農

業

を

担

っ

て

い

く

か

」

「

誰

に

農

地

を

集

積

・

集

約

し

て

い

く

か

」

の

話

し

合

い

が

行

わ

れ

て

お

り

、

当

委

員

も

参

加

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

機

会

に

、

集

落

と

し

て

、

農

地

の

こ

れ

か

ら

を

考

え

、

「

覚

悟

」

を

持

っ

て

実

行

に

移

し

て

い

っ

て

欲

し

い

で

す

ね

。

２

/ 112,174

二言

三言

※

１

※２ 種紙に張り付いている蚕種(卵)から生まれた幼い蚕を、蚕箔などの上に落とす作業のことで、実質的に蚕を飼いはじめることを指す。

※３ 「農地バンク」とも呼ばれ、都道府県に１つ設置されている。岩手県では「公益社団法人 岩手県農業公社」が指定を受けている。

平成24年９月から令和３年９月19日まで、一関市

農業委員会会長を３期９年務める。高校卒業後、1

年間の専業農家を経て、公務員となるが、以降も兼

業農家として農業(水稲)に従事。東山町松川三室出

身・在住。昭和18年生まれ。

※１ 現在の岩手県立千厩高等学校に昭和23年にできた科。同学校の前身は「岩手県立農蚕学校」。

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

住

所

住

所

住

所

住

所

一

関

市

竹

山

町

７

-

２

電

話

電

話

電

話

電

話

０

１

９

１-

２

１

-

８

６

９

２

※令和3年9月19日で任期満了

※

２

※

３

一関市農業委員会で新潟市農業委員会を視察した際の様子

(起立しているのが伊藤公夫さん)



オ

リ

ジ

ナ

ル

の

作

品

で

す

。

設

立

当

初

に

制

作

し

た

作

品

は

、

源

義

経

公

の

戦

馬

「

太

夫

黒

」

が

テ

ー

マ

。

『

出

陣

』

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

通

り

、

戦

い

に

向

か

う

光

景

が

目

に

浮

か

ぶ

よ

う

な

、

勇

ま

し

い

旋

律

で

す

。

「

ジ

ュ

ニ

ア

」

に

入

っ

た

ら

、

ま

ず

最

初

に

取

り

組

む

曲

目

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

の

ほ

か

、

『

宇

治

川

の

陣

一

の

谷

』

『

屋

島

の

合

戦

』

『

吉

祥

天

女

』

な

ど

、

十

数

曲

あ

る

レ

パ

ー

ト

リ

ー

の

中

に

は

源

義

経

公

を

題

材

に

し

た

作

品

が

多

数

。

ち

な

み

に

、

同

会

が

使

用

し

て

い

る

太

鼓

の

中

に

は

、

昭

和

61

年

に

平

泉

で

開

催

さ

れ

た

「

藤

原

秀

衡

公

・

源

義

経

公

・

武

蔵

坊

弁

慶

八

百

年

御

遠

忌

特

別

大

祭

」

に

千

厩

町

の

代

表

と

し

て

出

演

す

る

こ

と

に

な

っ

た

際

、

「

千

厩

八

幡

太

鼓

保

存

会

」

が

購

入

・

寄

贈

し

て

く

れ

た

も

の

が

。

集

落

の

想

い

・

応

援

が

詰

ま

っ

た

太

鼓

が

演

奏

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

高

め

て

く

れ

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

同

会

は

、

単

独

で

の

活

動

の

ほ

か

、

東

磐

井

地

区

の

太

鼓

団

体

と

連

携

し

、

平

成

５

年

に

「

磐

井

太

鼓

同

志

会

」

を

結

成

。

年

に

一

度

「

い

わ

い

太

鼓

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

「

(

公

財

)

日

本

太

鼓

財

団

岩

手

県

支

部

」

に

も

加

入

し

、

県

連

の

事

業

に

も

積

極

的

に

参

加

す

る

な

ど

、

他

団

体

と

の

交

流

・

親

睦

を

重

ね

な

が

ら

切

磋

琢

磨

し

て

き

ま

し

た

。

平

成

20

年

に

は

、

な

ん

と

海

外

で

の

太

鼓

演

奏

も

！

中

国

・

開

封

市

で

行

わ

れ

た

「

菊

祭

り

」

で

の

披

露

に

加

え

、

現

地

の

小

学

校

な

ど

で

文

化

交

流

演

奏

を

実

施

し

ま

し

た

。

ジ

ュ

ニ

ア

コ

ー

チ

の

寿

さ

ん

は

「

世

代

間

交

流

や

文

化

交

流

な

ど

が

年

齢

関

係

な

く

で

き

る

こ

と

が

太

鼓

演

奏

の

魅

力

」

と

語

り

、

会

長

の

小

野

寺

安

さ

ん

は

「

太

鼓

を

楽

し

く

叩

く

こ

と

が

ま

ず

は

一

番

。

そ

し

て

子

ど

も

た

ち

に

は

活

動

を

通

し

て

『

あ

い

さ

つ

が

で

き

る

子

』

に

な

っ

て

ほ

し

い

。

コ

ロ

ナ

禍

で

難

し

い

部

分

も

あ

る

が

、

太

鼓

を

通

し

て

の

地

域

間

交

流

は

、

『

人

と

し

て

の

成

長

』

に

も

つ

な

が

る

た

め

、

継

続

し

て

い

き

た

い

」

と

力

強

く

意

気

込

み

ま

す

。

活

動

に

お

い

て

は

「

楽

し

む

こ

と

」

を

大

切

に

し

て

い

る

と

い

う

同

会

で

す

が

、

「

ど

こ

も

同

じ

」

と

前

置

き

し

つ

つ

、

「

若

手

の

担

い

手

不

足

が

悩

み

」

と

語

り

ま

す

。

「

ジ

ュ

ニ

ア

」

は

集

落

外

の

小

学

生

に

も

声

を

か

け

る

た

め

、

あ

る

程

度

の

人

数

が

集

ま

り

ま

す

が

、

「

大

人

、

特

に

20

代

は

地

元

を

離

れ

て

し

ま

い

、

子

ど

も

た

ち

に

伝

承

で

き

る

人

が

少

な

く

な

っ

て

き

て

い

る

。

約

40

年

続

け

て

き

た

活

動

が

存

続

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

」

と

表

情

を

曇

ら

せ

る

安

さ

ん

。

少

し

で

も

若

い

人

た

ち

に

魅

力

が

伝

わ

る

よ

う

、

大

人

の

演

奏

は

「

魅

せ

る

演

奏

」

を

意

識

し

て

い

ま

す

。

そ

う

し

た

努

力

を

続

け

な

が

ら

、

「

ジ

ュ

ニ

ア

」

を

経

験

し

た

子

ど

も

た

ち

が

大

人

に

な

っ

て

戻

っ

て

来

れ

る

よ

う

、

同

会

は

今

後

も

「

太

鼓

」

と

い

う

「

居

場

所

」

を

守

っ

て

い

き

ま

す

。

小野寺寿小野寺寿小野寺寿小野寺寿さんさんさんさん

父親が同会の結成に携

わり、自身もジュニア

時代から現在(コーチ)

まで活動を続け、さら

には子どもがジュニア

として活躍しています。

小野寺安小野寺安小野寺安小野寺安さんさんさんさん

発足当時の北ノ沢集落

の青年会長で、発足時

から同会会長。現在は

(公財)日本太鼓財団岩

手県支部事務局長も

担っています。

「

千

厩

町

農

村

環

境

改

善

セ

ン

タ

ー

」

か

ら

聞

こ

え

て

く

る

太

鼓

の

音

。

「

千

厩

八

幡

太

鼓

」

は

千

厩

町

千

厩

地

区

の

北

ノ

沢

集

落

の

青

年

会

(

当

時

)

が

、

「

千

厩

夏

ま

つ

り

」

で

太

鼓

を

演

奏

し

て

い

た

こ

と

に

由

来

し

ま

す

。

夏

ま

つ

り

の

た

め

だ

け

の

演

奏

で

は

な

く

、

通

年

の

活

動

を

し

て

い

く

こ

と

で

、

地

域

お

こ

し

に

つ

な

げ

ら

れ

る

の

で

は

と

、

有

志

が

集

ま

り

、

昭

和

57

年

に

結

成

。

集

落

内

に

あ

る

「

北

ノ

沢

八

幡

神

社

(
※

本

殿

は

県

指

定

文

化

財

)
」

に

ち

な

ん

で

「

千

厩

八

幡

太

鼓

」

と

命

名

し

ま

し

た

。

集

落

と

し

て

も

こ

の

活

動

を

後

押

し

す

べ

く

、

「

千

厩

八

幡

太

鼓

保

存

会

」

と

い

う

後

援

組

織

が

あ

る

こ

と

も

同

会

の

特

徴

。

集

落

(

現

在

は

自

治

会

化

)

の

構

成

員

が

会

員

と

な

り

、

活

動

費

の

捻

出

な

ど

に

協

力

し

て

き

ま

し

た

。

平

成

19

年

か

ら

は

、

子

ど

も

た

ち

の

健

全

育

成

の

一

助

に

と

、

小

学

生

を

中

心

と

し

た

「

千

厩

八

幡

太

鼓

ジ

ュ

ニ

ア

(

以

下

、

ジ

ュ

ニ

ア

)

」

の

活

動

も

ス

タ

ー

ト

。

「

千

厩

夜

市

」

や

千

厩

地

区

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

が

開

催

し

た

「

ア

ン

ブ

レ

ラ

ス

カ

イ

」

な

ど

、

地

区

内

外

の

イ

ベ

ン

ト

に

も

積

極

的

に

出

演

、

イ

ベ

ン

ト

を

盛

り

上

げ

て

い

ま

す

。

「

ジ

ュ

ニ

ア

」

の

練

習

は

毎

週

木

曜

日

の

夜

に

行

わ

れ

て

お

り

、

ジ

ュ

ニ

ア

コ

ー

チ

の

小

野

寺

寿

さ

ん

と

事

務

局

長

の

菊

地

稔

さ

ん

の

音

頭

の

元

、

子

ど

も

た

ち

が

演

奏

。

子

ど

も

の

演

奏

と

は

思

え

な

い

そ

の

迫

力

に

圧

倒

さ

れ

ま

す

。

約

１

時

間

、

休

憩

を

挟

み

な

が

ら

も

集

中

力

が

途

切

れ

る

こ

と

な

く

、

勇

ま

し

い

表

情

で

演

奏

を

続

け

る

子

ど

も

た

ち

。

主

に

小

学

生

が

対

象

の

「

ジ

ュ

ニ

ア

」

で

す

が

、

学

年

や

年

齢

関

係

な

く

、

演

奏

の

良

し

悪

し

を

み

ん

な

で

指

摘

し

あ

い

ま

す

。

ま

た

、

コ

ー

チ

の

方

が

間

違

え

て

し

ま

い

、

子

ど

も

た

ち

か

ら

一

斉

に

指

摘

が

飛

ぶ

場

面

も

…
…

！

地

区

の

大

人

と

子

ど

も

が

、

程

良

い

関

係

性

で

取

り

組

む

様

子

が

伺

え

ま

す

。

「

創

作

太

鼓

」

を

中

心

に

演

奏

活

動

を

行

う

同

会

。

演

奏

す

る

曲

目

は

全

て

３４

団体

紹介

千厩八幡太鼓千厩八幡太鼓千厩八幡太鼓千厩八幡太鼓

昭和57年結成。一関市千厩町・千厩地区

「北ノ沢集落(自治会)」のバックアップを

受けながら、創作太鼓の演奏を行う。６名

の大人メンバーのほか、毎年約10人の「千

厩八幡太鼓ジュニア」が活動中。

「「「「

つ

な

ぐ

つ

な

ぐ

つ

な

ぐ

つ

な

ぐ

」」」」

とととと

「「「「

つ

む

ぐ

つ

む

ぐ

つ

む

ぐ

つ

む

ぐ

」」」」

心心心心

にににに

響響響響

くくくく

音音音音

集

落

と

地

域

に

根

差

し

た

活

動

- Photo gallery -gallery -
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周

年

祝

賀

会

周

年

祝

賀

会

周

年

祝

賀

会

周

年

祝

賀

会

「

千

厩

八

幡

太

鼓

設

立

35

周

年

」

と

「

北

ノ

沢

自

治

会

設

立

30

周

年

」

を

祝

う

祝

賀

会

の

様

子

。

集

落

と

の

関

係

性

が

窺

え

ま

す

。

「「「「

ジ

ュ

ニ

ア

ジ

ュ

ニ

ア

ジ

ュ

ニ

ア

ジ

ュ

ニ

ア

」」」」

のののの

練

習

練

習

練

習

練

習

太

鼓

は

「

自

分

を

表

現

す

る

場

」

で

あ

り

「

子

ど

も

た

ち

の

個

性

を

発

揮

す

る

場

」

で

も

あ

り

ま

す

。

定

例

練

習

会

は

毎

週

木

曜

日

夜

19

時

か

ら

。

「「「「

魅魅魅魅

せ

る

せ

る

せ

る

せ

る

」」」」

太

鼓

演

奏

太

鼓

演

奏

太

鼓

演

奏

太

鼓

演

奏

コ

ロ

ナ

禍

の

現

在

、

演

奏

を

披

露

す

る

場

が

少

な

く

な

っ

て

き

て

い

ま

す

が

「

魅

せ

る

演

奏

」

を

維

持

す

る

た

め

、

練

習

は

怠

り

ま

せ

ん

。

寄

贈

寄

贈

寄

贈

寄

贈

さ

れ

た

さ

れ

た

さ

れ

た

さ

れ

た

太

鼓

太

鼓

太

鼓

太

鼓

保

存

会

か

ら

寄

贈

さ

れ

た

太

鼓

。

限

ら

れ

た

人

し

か

叩

く

こ

と

が

で

き

な

い

「

大

太

鼓

」

を

演

奏

す

る

こ

と

が

、

演

者

た

ち

の

夢

で

す

。

Ｑ.あなたにとって太鼓とは？

会長会長会長会長 ジュニアコーチジュニアコーチジュニアコーチジュニアコーチ

千厩八幡太鼓

太

鼓

を

き

っ

か

け

と

し

た

「

人

づ

く

り

」

おのでら やすし おのでら ひさし

Ａ.家族のつながり
Ａ.人と人との結びつき

い

つ

か

地

域

に

戻

っ

て

来

た

時

の

た

め

に

※同会への連絡は千厩市民センター(0191-

52-2309)もしくは下記番号へ

TEL：0191-52-3699(会長：小野寺安)

写真：団体集合写真(平成28年撮影)



私

の

義

祖

母

の

世

代

か

ら

活

動

し

て

い

た

み

た

い

」

と

、

同

会

の

現

代

表

・

小

野

寺

恭

子

さ

ん

。

か

つ

て

は

各

戸

か

ら

一

人

は

参

加

す

る

流

れ

が

あ

っ

た

よ

う

で

、

小

野

寺

さ

ん

は

40

代

の

頃

か

ら

関

わ

っ

て

い

ま

す

(

現

在

は

サ

ロ

ン

化

し

た

た

め

、

原

則

65

歳

以

上

が

対

象

)

。

月

に

１

回

の

活

動

で

、

年

間

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

は

会

員

み

ん

な

で

検

討

。

年

に

２

回

は

温

泉

(

藤

沢

町

「

ま

さ

ぼ

う

の

湯

」

)

に

行

く

回

を

設

け

る

こ

と

で

「

そ

の

時

だ

け

は

男

性

会

員

も

参

加

す

る

」

と

の

こ

と

。

現

在

の

最

高

齢

は

88

歳

、

月

に

１

回

の

集

ま

り

を

楽

し

み

に

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

平

成

23

年

ま

で

は

「

カ

ラ

オ

ケ

ビ

ア

ガ

ー

デ

ン

」

と

称

し

、

同

集

落

単

独

で

夏

祭

り

を

開

催

。

日

中

は

竹

を

活

用

し

た

流

し

そ

う

め

ん

や

屋

台

を

楽

し

み

、

夕

暮

れ

か

ら

は

ビ

ア

ガ

ー

デ

ン

と

カ

ラ

オ

ケ

、

夜

に

は

花

火

…
…

と

、

老

若

男

女

が

集

い

、

楽

し

ん

で

い

た

と

か

。

し

か

し

、

平

成

20

年

頃

か

ら

日

形

地

区

全

体

で

も

夏

祭

り

が

開

催

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

と

、

日

程

が

か

ぶ

る

よ

う

に

。

子

ど

も

が

少

な

く

な

っ

て

き

た

こ

と

も

考

慮

し

、

日

形

全

体

で

の

夏

祭

り

へ

参

加

す

る

と

い

う

こ

と

で

集

落

の

夏

祭

り

は

発

展

的

終

了

と

し

た

も

の

の

、

「

日

形

全

体

の

夏

祭

り

に

は

役

が

な

い

限

り

は

参

加

し

に

く

い

ね

。

近

い

け

ど

遠

い

の

よ

ね

」

と

、

本

音

が

ぽ

ろ

り

。

集

落

で

開

催

さ

れ

る

、

住

民

誰

も

が

参

加

で

き

る

親

睦

行

事

は

、

現

在

は

新

年

会

の

み

(

コ

ロ

ナ

禍

で

昨

年

度

は

中

止

)

。

集

落

で

開

催

す

る

親

睦

行

事

の

意

義

を

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

す

。

集

落

事

業

に

つ

い

て

「

積

極

的

に

や

り

す

ぎ

な

い

。

必

要

最

低

限

で

負

担

を

か

け

な

い

」

こ

と

が

大

事

だ

と

語

る

の

は

集

落

公

民

館

長

の

増

子

修

一

さ

ん

。

実

際

、

集

落

独

自

で

取

り

組

む

の

は

、

各

種

環

境

整

備

の

ほ

か

、

集

落

内

の

市

道

に

お

け

る

危

険

木

伐

採

作

業

な

ど

、

生

活

に

直

結

す

る

事

業

の

み

で

す

。

ち

な

み

に

、

同

集

落

で

は

数

期

前

か

ら

集

落

公

民

館

長

含

む

集

落

の

４

役

を

班

毎

の

輪

番

制

に

し

ま

し

た

。

「

役

の

成

り

手

が

な

く

て

、

家

ま

で

説

得

に

押

し

掛

け

る

よ

う

な

時

期

も

あ

っ

て

ね

」

と

輪

番

制

に

な

っ

た

背

景

を

振

り

返

り

ま

す

。

２

月

に

開

催

す

る

総

会

の

時

に

、

班

毎

に

分

か

れ

、

当

該

年

度

に

引

き

受

け

る

役

に

就

く

人

を

相

談

。

そ

の

他

、

総

会

時

に

は

農

家

組

合

な

ど

、

集

落

全

体

の

あ

ら

ゆ

る

「

役

」

を

見

え

る

化

し

、

調

整

し

ま

す

。

37

戸

に

対

し

、

役

は

班

長

等

を

含

め

、

合

計

35

。

高

齢

者

一

人

暮

ら

し

世

帯

な

ど

を

外

す

と

、

役

の

成

り

手

に

は

限

界

が

あ

り

ま

す

。

こ

う

し

た

現

状

も

受

け

、

４

班

体

制

か

ら

３

班

体

制

に

切

り

替

え

る

準

備

を

し

て

い

る

同

集

落

。

３

班

に

す

る

こ

と

に

合

わ

せ

、

輪

番

制

の

集

落

役

員

も

４

役

か

ら

３

役

に

減

ら

す

予

定

で

す

。

「

定

年

後

の

棲

家

」

で

あ

れ

ば

な

お

の

こ

と

、

安

心

に

暮

ら

せ

る

環

境

と

、

負

担

の

軽

減

の

両

立

を

図

る

べ

く

、

少

し

ず

つ

集

落

運

営

の

見

直

し

を

進

め

て

い

き

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

集落公民館長集落公民館長集落公民館長集落公民館長

増子修一増子修一増子修一増子修一さんさんさんさん

集落外出身の増子さん

は、長男会に加入した

最後の一人。少年時代

には漫画家を目指して

いたというだけあって

絵がお上手！

近藤正信近藤正信近藤正信近藤正信さんさんさんさん

東京からの移住者であ

る近藤さんは震災前に

同集落の山を買い、通

いで開拓を進め、６年

前に本格移住。輪番制

で今年度は集落の会計

を担っています。

「

10

歳

未

満

の

子

ど

も

は

ゼ

ロ

。

で

も

都

会

か

ら

の

移

住

者

は

累

計

５

軒

。

定

年

後

に

暮

ら

す

に

は

良

い

場

所

っ

て

こ

と

な

ん

だ

ろ

う

ね

」

そ

う

苦

笑

い

を

見

せ

る

中

通

集

落

の

み

な

さ

ん

。

取

材

依

頼

を

す

る

と

、

す

ぐ

に

５

人

も

集

め

て

く

れ

、

普

段

か

ら

の

密

な

関

係

性

が

窺

え

ま

す

。

舟

運

で

栄

え

、

川

の

近

く

に

町

場

を

開

い

た

日

形

地

区

に

お

い

て

、

中

通

集

落

は

山

間

地

に

位

置

し

ま

す

。

日

形

地

区

は

水

害

が

絶

え

な

か

っ

た

た

め

、

徐

々

に

山

間

地

を

開

拓

し

て

い

っ

た

も

の

と

推

測

。

そ

の

た

め

、

同

集

落

に

は

旧

家

は

少

な

い

も

の

の

、

10

代

以

上

続

く

家

も

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

進

学

を

機

に

地

元

を

離

れ

る

若

者

は

多

く

、

平

成

27

年

に

日

形

小

学

校

が

老

松

小

学

校

と

統

合

す

る

と

、

市

内

の

他

地

区

に

住

居

を

構

え

る

子

育

て

世

代

が

増

加

。

令

和

３

年

現

在

、

集

落

の

最

年

少

は

13

歳

と

い

う

現

状

で

す

。

「

子

育

て

環

境

が

悪

い

と

思

っ

て

し

ま

っ

て

る

ん

だ

よ

ね

。

過

去

に

移

住

し

て

き

た

人

の

中

に

は

『

子

育

て

環

境

が

良

い

か

ら

』

と

、

子

ど

も

連

れ

で

移

住

し

て

き

た

人

も

い

た

の

に

。

実

際

、

そ

の

お

子

さ

ん

は

移

住

し

て

き

て

す

ぐ

に

体

調

が

改

善

し

た

よ

う

だ

」

と

、

同

集

落

出

身

の

若

い

世

代

と

の

価

値

観

の

違

い

を

冷

静

に

語

り

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

以

前

に

は

親

睦

会

や

反

省

会

等

、

こ

と

あ

る

毎

に

懇

親

会

を

行

な

っ

た

り

、

平

成

初

頭

ま

で

は

「

長

男

会

」

や

「

若

妻

会

」

な

ど

の

活

動

が

盛

ん

だ

っ

た

と

い

う

同

集

落

。

若

妻

会

は

「

十

日

会

」

と

い

う

名

称

で

、

お

嫁

さ

ん

は

１

０

０

％

参

加

し

て

い

た

時

代

も

。

「

集

ま

る

日

が

楽

し

み

だ

っ

た

の

。

お

嫁

さ

ん

同

士

は

今

で

も

仲

良

し

よ

」

と

、

当

時

参

加

し

て

い

た

方

々

が

微

笑

み

ま

す

。そ

の

言

葉

通

り

、

当

時

の

若

妻

会

の

メ

ン

バ

ー

の

多

く

は

「

中

通

わ

っ

は

は

の

会

」

に

移

行

。

同

会

は

30

年

以

上

続

く

サ

ロ

ン

活

動

で

、

「

今

の

名

称

に

な

っ

た

の

は

20

年

く

ら

い

前

だ

け

ど

、

中通集落公民館

５６

「「「「

定

年

後

定

年

後

定

年

後

定

年

後

のののの

棲

家

棲

家

棲

家

棲

家

」」」」

をををを

受受受受

けけけけ

止止止止

め

な

が

ら

め

な

が

ら

め

な

が

ら

め

な

が

ら

「

自

然

豊

か

な

集

落

」

な

ら

で

は

の

「

葛

藤

」

- Photo gallery -gallery -

「「「「

中

通

中

通

中

通

中

通

わ

っ

は

は

の

わ

っ

は

は

の

わ

っ

は

は

の

わ

っ

は

は

の

会会会会

」」」」

年

に

２

回

「

一

関

市

花

泉

介

護

予

防

セ

ン

タ

ー

」

を

利

用

。

普

段

の

集

落

公

民

館

で

の

活

動

と

は

一

味

違

う

と

か

。

こ

の

日

は

８

名

が

参

加

。

集

落

集

落

集

落

集

落

のののの

入

口

入

口

入

口

入

口

に

は

に

は

に

は

に

は

…
…

…
…

…
…

…
…

「

日

花

里

保

全

振

興

会

」

が

定

植

す

る

シ

バ

ザ

ク

ラ

が

中

通

地

内

の

市

道

沿

い

に

あ

り

、

同

集

落

の

女

性

陣

も

管

理

作

業

を

受

託

し

て

い

ま

す

。

楽楽楽楽

し

か

っ

た

し

か

っ

た

し

か

っ

た

し

か

っ

た

夏夏夏夏

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

平

成

23

年

ま

で

集

落

恒

例

行

事

だ

っ

た

「

カ

ラ

オ

ケ

ビ

ア

ガ

ー

デ

ン

」

。

子

ど

も

た

ち

も

流

し

そ

う

め

ん

の

「

流

す

側

」

に

参

戦

！

(

平

成

16

年

)

市

道

市

道

市

道

市

道

のののの

危

険

木

伐

採

作

業

危

険

木

伐

採

作

業

危

険

木

伐

採

作

業

危

険

木

伐

採

作

業

「

松

く

い

虫

」

被

害

で

立

ち

枯

れ

状

態

の

危

険

木

を

毎

年

自

主

的

に

伐

採

・

撤

去

し

て

い

ま

す

。

令

和

２

年

度

は

24

名

で

作

業

し

ま

し

た

。

地域

紹介

中通集落公民館中通集落公民館中通集落公民館中通集落公民館((((日形日形日形日形))))

行政区は「日形４-１区」。旧日形小学校

から集落公民館までは約３km、そこから約１

km先には「刈生沢の滝渓流公園(中通分は一

部)」がある山間集落。37戸100人弱が暮らす。

花泉

「

必

要

最

低

限

」

の

活

動

で

得

ら

れ

る

も

の

住

民

同

士

の

交

流

を

大

切

に

し

て

き

た

か

ら

こ

そ

ますこ しゅういち こんどう まさのぶ(のりこ)

Ａ.自然に恵まれ人柄も良し Ａ.生活するのにとても便利

左の写真：平成16年に集落公民館敷地で開催した「カ

ラオケビアガーデン」でのひとコマ。

会計会計会計会計

((((紀子紀子紀子紀子さんさんさんさん))))



合

同

会

社

エ

ー

ル

の

管

理

者

(

設

立

者

)

田

頭

賢

治

さ

ん

は

一

戸

町

出

身

で

、

青

森

県

内

の

看

護

学

校

で

看

護

師

と

保

健

師

の

資

格

を

取

得

。

平

成

19

年

、

岩

手

県

立

南

光

病

院

に

勤

務

す

る

こ

と

と

な

り

、

一

関

市

に

転

入

し

ま

す

。

看

護

学

校

在

学

中

は

「

こ

こ

ろ

の

健

康

」

に

強

い

関

心

を

持

ち

、

前

職

で

は

精

神

科

の

看

護

師

と

し

て

「

こ

こ

ろ

の

不

調

」

へ

の

ケ

ア

を

行

っ

て

い

た

田

頭

さ

ん

。

看

護

師

と

し

て

病

院

内

で

ケ

ア

を

行

う

中

で

、

「

重

要

な

の

は

入

院

治

療

だ

け

で

は

な

く

、

普

段

の

生

活

の

場

で

あ

る

自

宅

な

ど

に

お

け

る

『

こ

こ

ろ

の

健

康

』

な

の

で

は

な

い

か

」

と

感

じ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

だ

と

か

。

医

療

技

術

の

進

歩

や

国

の

医

療

費

適

正

化

計

画

に

よ

り

、

昔

に

比

べ

て

入

院

期

間

は

短

く

な

り

「

在

宅

で

治

療

を

続

け

る

こ

と

が

多

く

な

っ

て

き

て

い

る

」

と

い

う

昨

今

。

「

こ

こ

ろ

の

健

康

も

同

様

で

、

入

院

治

療

だ

け

で

は

な

く

、

通

院

し

な

が

ら

在

宅

で

ど

の

よ

う

に

治

療

を

続

け

て

い

く

か

が

重

要

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

治

療

を

取

り

巻

く

環

境

が

移

り

変

わ

る

中

で

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

身

近

な

存

在

と

し

て

、

利

用

者

や

そ

の

家

族

の

方

々

の

住

み

慣

れ

た

場

所

で

、

治

療

の

お

手

伝

い

が

で

き

れ

ば

」

と

、

一

念

発

起

。

令

和

２

年

、

訪

問

看

護

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

を

立

ち

上

げ

た

の

で

す

。

「

起

業

し

た

人

や

個

人

事

業

を

し

て

い

る

知

人

が

身

近

に

い

な

か

っ

た

こ

と

な

ど

も

あ

り

、

訪

問

看

護

事

業

を

立

ち

上

げ

る

ま

で

は

本

当

に

や

っ

て

い

け

る

か

不

安

が

と

て

も

大

き

か

っ

た

。

そ

ん

な

中

で

も

新

し

い

こ

と

に

挑

戦

す

る

こ

と

を

快

く

受

け

入

れ

、

サ

ポ

ー

ト

を

し

て

く

れ

た

家

族

に

大

変

感

謝

し

て

い

る

」

と

い

う

田

頭

さ

ん

。

「

訪

問

看

護

の

承

認

を

得

た

の

が
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７

企業

紹介

合同会社エール～いつもの訪問看護ステーション～
一関

看護師が患者の自宅等を訪問し、患者の病気や障がいに応じた看護を行う

「訪問看護」。主治医の指示を受け、リハビリや点滴、注射など、病院と同じ

ような「医療処置」が可能な点が「訪問介護」と異なります。

令和２年１月に設立した「合同会社エール」は、同年５月から訪問看護事業

所「いつもの訪問介護ステーション」を開所。「エール」という言葉には、

「応援」のほか、フランス語で「翼」という意味もあり、「様々な治療を受け

ながらも、住み慣れた地域・住まいで生活を送るために医療・看護の面からサ

ポートし、利用者やその家族の方々が翼を得たように自分の人生の目標に向

かって進むことを応援したい」という思いで社名に起用しています。

そのひとそのひとそのひとそのひと‘‘‘‘らしいらしいらしいらしい’’’’暮暮暮暮らしのサポートをらしのサポートをらしのサポートをらしのサポートを

病

院

勤

務

か

ら

、

開

業

へ

の

決

意

１

管理者の田頭賢治さん。精神疾患

や認知症状のケアが強み。

DATA

〒021-0883

一関市新大町108

TEL 0191-34-7720

FAX 0191-34-7721

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第31313131話話話話

地域運営の落とし穴⑮
今月のテーマ

事業所外観。保健師１名、看護師

２名、看護補助員１名が在籍。

現在の登録利用者は25名で、訪問

件数にすると月120件ほど。

「耳障りの良い」言葉

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

「

強

み

」

を

活

か

し

た

訪

問

看

護

で

ん

ど

う

( )

2021.2

まちづくり、地域づくりが「ブーム」になっているということは、ずっと指摘していることですが、澁谷さん

の言うように、「新しい横文字」と「まちづくり」が‘オシャレを楽しむのと同等の扱い’になっていることに

地域運営の落とし穴が潜んでいると考えます。本質本質本質本質をををを見失見失見失見失うからうからうからうからです。だから、我々は、デザイナーではなく、

地域地域地域地域のののの成成成成りりりり立立立立ちちちち、、、、土臭土臭土臭土臭ささささ、、、、住民感情住民感情住民感情住民感情すべてをすべてをすべてをすべてを引引引引きききき出出出出しししし、「、「、「、「みんながみんながみんながみんなが暮暮暮暮らすらすらすらす地域地域地域地域」」」」をよりをよりをよりをより深深深深みをもってみをもってみをもってみをもって描描描描きたいきたいきたいきたい、

そんなことを日々考えています。

( )

「「「「まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり」」」」……なんとも響きのいい言葉です。この言葉を使えば、魔法をかけるかのようにまちを変身さ

せることができる、そんな錯覚を覚えるのは私だけでしょうか？一方で、「「「「地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり」」」」となると、土臭くて、

住民感情が入り乱れ、手を出したくないイメージが。

言葉言葉言葉言葉とは、伝える手段としては必要なものですが、使使使使いいいい方方方方をををを間違間違間違間違えるとモノゴトのえるとモノゴトのえるとモノゴトのえるとモノゴトの本質本質本質本質をををを崩崩崩崩してしまうしてしまうしてしまうしてしまうもの。

特に最近は、ＩＴ用語やビジネス用語で用いる横文字が日常でも多用されているため、その言葉の本質を知らず

に使っているうちに、モノゴトの本質が崩れてしまっている……という事案が見受けられます。

当センターでも「「「「Community Design(Community Design(Community Design(Community Design(コミュニティ・デザインコミュニティ・デザインコミュニティ・デザインコミュニティ・デザイン))))」」」」という言葉をロゴマークの中に使用していま

すが、これは、我々が‘デザイナー’であることを表現したくて使っている訳ではありません(本来の意図は「デザ

イン」を辞書で引いていただければ推測いただけるはず)。それにしても、この「デザイン」という言葉、麻薬のような、

人を虜にする強い力を持った言葉であると感じています。そのせいか、最近、多いですね……「なんとかデザイ

ナー」と謳う人が……(特に「まちづくり」の業界で)。

毎月、文通(お互いにフリーペーパーのやり取り)をしている秋田県出身・在住のデザイナー「澁谷デザイン事

務所」の澁谷和之さんと「デザイン」について議論したことがあります。澁谷さんには当センター主催の「みち

のくワークショップフォーラム」の講師として何度も一関に来ていただいているのですが、お互いに一致したの

は、「「「「デザインというデザインというデザインというデザインという言葉言葉言葉言葉がががが要要要要らないらないらないらない社会社会社会社会になることになることになることになること」」」」です。

デザインという響きは、キラキラした世界を彷彿とさせ、デザイナーは‘魔法使い’のようなイメージに。で

も、実際、デザイナーの仕事は、クライアントクライアントクライアントクライアント((((依頼主依頼主依頼主依頼主))))からからからから当該依頼当該依頼当該依頼当該依頼にににに至至至至るるるる背景背景背景背景をををを聞聞聞聞きききき、、、、伝伝伝伝えたいえたいえたいえたい「「「「本質本質本質本質」」」」はどはどはどはど

うううう表現表現表現表現すればよりすればよりすればよりすればより伝伝伝伝わるのかわるのかわるのかわるのか、、、、そのそのそのその表現表現表現表現のののの具現化具現化具現化具現化をををを支援支援支援支援するするするする仕事仕事仕事仕事であって‘魔法使い’ではないからです。決し

てキラキラした世界ではなく、表現こそインパクトを与えるかもしれませんが、表現表現表現表現をををを考考考考えるためにえるためにえるためにえるために地味地味地味地味にににに地道地道地道地道

にににに研究研究研究研究しししし、、、、表現方法表現方法表現方法表現方法をををを考考考考えるえるえるえる粘粘粘粘りりりり強強強強さがさがさがさが求求求求められるめられるめられるめられる仕事仕事仕事仕事です。これは、地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを生業生業生業生業としているとしているとしているとしている我々我々我々我々もももも同様同様同様同様

で、地域地域地域地域のののの皆皆皆皆さんとさんとさんとさんと現状現状現状現状やややや課題課題課題課題についてについてについてについて考考考考ええええ、、、、どのようにどのようにどのようにどのように課題解決課題解決課題解決課題解決していくのかしていくのかしていくのかしていくのか、、、、今今今今はできなくてもはできなくてもはできなくてもはできなくても中長期的中長期的中長期的中長期的なななな

視点視点視点視点でででで、、、、どのようにどのようにどのようにどのように導導導導いていくのかをいていくのかをいていくのかをいていくのかを考考考考えるえるえるえる地味地味地味地味でででで地道地道地道地道なななな仕事仕事仕事仕事であるのです。

澁谷さんは、自身のフリーペーパーでこんなことを書いています。



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
60606060

９10

市内にある「由来が気になる地名」について深堀りする「地名の謎ファイル」。第

４弾となる今回は大東町の「「「「摺沢摺沢摺沢摺沢」」」」。通説では「摺」は水晶をすり磨いたことに由来

するとされ、摺沢には水晶にちなんだモノ・コトが複数あります。ここで疑問……水

晶をすり磨いていたということは、水晶が採れるということか!?摺沢と水晶の関係性

を明らかにすべく、その歴史等の調査に加え、実際に水晶の採掘に挑んで来ました！

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。
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に
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■

「

水

晶

石

」

が

特

産

品

！

坂本宿弥が大野東人に献上した水晶が掘り出されたとされる「鶴ヶ峰」改め

「玉堀山」。嘉永年間には「水晶石」が「産物」だった記録もあり、過去に産

出されていたことは間違いありません。果たして現在も

水晶石は掘り出せるのか!?実際に挑戦してきました！

※地元集落の方の案内で採掘を行っております。

集落外の人が玉堀公葬地等において勝手な採掘をなさ

らぬよう、ご理解をお願いいたします。

実証！実証！実証！実証！

「「「「玉堀山玉堀山玉堀山玉堀山」で」で」で」で

水晶は掘り出せる水晶は掘り出せる水晶は掘り出せる水晶は掘り出せる⁉⁉⁉⁉

玉堀山のふもとにある

長者自治会の会館名称

は「水晶の里長者会館

(写真左)」、羽根折沢

自治会の会館名称は

「水晶館(写真右)」。

岩手県立大東高等学校

一関市立大東中学校

一関市立大東小学校

案内人は摺沢・長者集落在住で摺沢史談

会の会員でもある佐藤英機さん。「「「「羽根羽根羽根羽根

折沢折沢折沢折沢からからからから長者集落長者集落長者集落長者集落にかけてにかけてにかけてにかけて水晶水晶水晶水晶がががが採掘採掘採掘採掘でででで

きるきるきるきる脈脈脈脈がががが続続続続いているいているいているいている」」」」という話も。佐藤

さんも実際に畑畑畑畑やややや山山山山のののの作業中作業中作業中作業中にににに水晶水晶水晶水晶らしらしらしらし

きききき鉱物鉱物鉱物鉱物をををを何度何度何度何度もももも採掘採掘採掘採掘しているしているしているしているそう！

調査には摺沢振興会もタイアップ！一緒

に土を削っていくと……何かしらの鉱物

が!!!当該地区の地盤は花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩でできて

いて、その中には特特特特にににに鉱物鉱物鉱物鉱物がががが大大大大きくきくきくきく成長成長成長成長

するするするするペグマタイトペグマタイトペグマタイトペグマタイトというというというという岩石岩石岩石岩石があるのだ

とか。そこに上手く当たった可能性も！

採掘開始から約１時間。10101010個以上個以上個以上個以上のののの鉱物鉱物鉱物鉱物

をををを採掘採掘採掘採掘することに成功！１番大きいもの

で長さ５㎝ほど。果たして採掘した鉱物

は水晶なのか……専門家の見解を伺うべ

く、「石と賢治のミュージアム」の調査

員さんに見ていただきました！

大東町内にある学校

の校章にも水晶(六

角形や勾玉)モチー

フが取り入れられて

いる。

さらに、各校の応援

歌や校歌にも水晶に

まつわるフレーズ

が！
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水
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(
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に
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わ
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に
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わ
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用
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ら
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水

晶

を
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ン

ボ
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の

よ
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に
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は

、
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のののの

地

名

由

来

地
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来

地

名
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来

地

名

由

来

と
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で

、

安
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５
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６
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れ
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れ
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す
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で
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摺
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か

…
…
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で
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な
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は

明

治

以

降

明
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以

降

明
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以

降
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で
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サ
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サ
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も
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須
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ど
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城

名

も

数

流

沢

城

)

。

嘉

永

年

間

の

文

書
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落

穂

集

』

に

は
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摺
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て
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の
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う
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の
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う
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の
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う

な
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地
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む
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が

記

さ

れ

て

お

り

、

江
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江
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後
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江
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と
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と
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終
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に

は

明

治

22

年

の

市

制

町

村

制

施

行

に

よ

っ

て

単

独

で

自

治

体

を

形

成

し

た

際

に

統

一

し

た

の

で

は

な

い

か

と

推

測

。

こ

れ
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を

踏

ま

え

る

と

、
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摺
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摺

沢

摺

沢

摺

沢
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う

地

名
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来

地

名
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来
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通
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か
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地

元

地

元

地

元

地
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で
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っ

き
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っ

き
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は

り

は

り

は
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い

か

ら

な

い

か

ら
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い

か

ら
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か

…
…

。

た

だ

、

こ

こ

で
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要

な

の

は
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晶

水

晶

水

晶
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ど
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ど
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ど
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水

晶
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と
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れ
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鶴
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は
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献

調

査

を

進

め

る

と

、

嘉

永

５

年

の

書

上

に

は

、

産

物

に

「「「「

鮎鮎鮎鮎

・・・・

水

晶

石

水

晶

石

水

晶

石

水

晶

石

」」」」

と

書

か

れ

て

お

り

、

嘉

永

７

年

に

は

当

時

の

藩

主

藩

主

藩

主

藩

主

・・・・

田田田田

村

邦

行

公

村

邦

行

公

村

邦

行

公

村

邦

行

公

がががが

玉

堀

山

玉

堀

山

玉

堀

山

玉

堀

山

をををを

視

察

視

察

視

察

視

察

しししし

、、、、

実

際

実

際

実

際

実

際

にににに

水

晶

水

晶

水

晶

水

晶

をををを

彫彫彫彫

りりりり

出出出出

す

こ

と

に

す

こ

と

に

す

こ

と

に

す

こ

と

に

成

功

成

功

成

功

成

功

し

た

し

た

し

た

し

た

旨

の

記

録

が

あ

る

こ

と

が

判

明

！

つ

ま

り

、

水

晶

水

晶

水

晶

水

晶

がががが

採採採採

れ

て

い

た

こ

と

れ

て

い

た

こ

と

れ

て

い

た

こ

と

れ

て

い

た

こ

と

はははは

確確確確

か

で

か

で

か

で

か

で

、、、、

な

お

か

つ

な

お

か

つ

な

お

か

つ

な

お

か

つ

特

産

品

特

産

品

特

産

品

特

産

品

だ

っ

た

だ

っ

た

だ

っ

た

だ

っ

た

時時時時

代代代代

が

あ

る

が

あ

る

が

あ

る

が

あ

る

の

で

す

。

「

水

晶

の

里

」

で

あ

る

こ

と

に

間

違

い

は

な

く

、

実

際

、

地

元

集

落

地

元

集

落

地

元

集

落

地

元

集

落

で

は

で

は

で

は

で

は

水

晶

水

晶

水

晶

水

晶

ら

し

き

ら

し

き

ら

し

き

ら

し

き

鉱

物

鉱

物

鉱

物

鉱

物

がががが

度

々

度

々

度

々

度

々

発

掘

発

掘

発

掘

発

掘

さ

れ

て

い

る

さ

れ

て

い

る

さ

れ

て

い

る

さ

れ

て

い

る

の

だ

と

か

。

そ

こ

で

湧

い

て

く

る

好

奇

心

…
…

果果果果

た

し

て

た

し

て

た

し

て

た

し

て

今今今今

で

も

で

も

で

も

で

も

水

晶

水

晶

水

晶

水

晶

がががが

採採採採

れ

る

の

か

れ

る

の

か

れ

る

の

か

れ

る

の

か

気

に

な

る

結

果

は

次

ペ
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へ

！

摺沢が「水晶の里」だったことは実証できましたが、地名の由来に関

しては、実際には諸説あります。以下にその他の説(Ｐ９未記載のも

の)をご紹介します！

■■■■アイヌアイヌアイヌアイヌ語説語説語説語説

『日本先住民史(藤原相之助)』には「摺沢はスリサワなり、夷語のスルグナイスルグナイスルグナイスルグナイ

SurgSurgSurgSurg----nainainainaiにて毒沢毒沢毒沢毒沢なり、兜菊(トリカブト)の根より毒を取り、それを鏃(やじり)

に塗りて射る為、兜菊を採取せるならん」とある。

■■■■長老長老長老長老「「「「摺沢坊主摺沢坊主摺沢坊主摺沢坊主」」」」からからからから名名名名づけたづけたづけたづけた説説説説 (摺沢史談会所有の資料より)

昔、家方公(仙台公)御出馬のおり、郷の年長者を呼べとの仰があったので、観音観音観音観音

講先住講先住講先住講先住のののの摺沢坊主摺沢坊主摺沢坊主摺沢坊主(111(111(111(111歳歳歳歳))))が呼び出された。家方公に郷の名前を聞かれるも、未未未未だだだだ

名前名前名前名前がないとがないとがないとがないと答答答答えるとえるとえるとえると、、、、家方公家方公家方公家方公がががが「「「「おおおお前前前前のののの名名名名はははは何何何何というかというかというかというか」」」」とととと聞聞聞聞いたいたいたいた。「。「。「。「摺沢坊摺沢坊摺沢坊摺沢坊

主主主主」」」」だとだとだとだと答答答答えたところえたところえたところえたところ、「、「、「、「今今今今よりよりよりより摺沢摺沢摺沢摺沢とととと命名命名命名命名せよせよせよせよ」」」」とととと仰仰仰仰せられたせられたせられたせられたという。

次号次号次号次号ではではではでは「「「「奥玉奥玉奥玉奥玉」」」」とととと「「「「摺沢摺沢摺沢摺沢」」」」のののの関係関係関係関係にににに迫迫迫迫りますりますりますります！！！！※※※※摺沢摺沢摺沢摺沢はははは奥玉郷奥玉郷奥玉郷奥玉郷からからからから独立独立独立独立したしたしたした村村村村だっただっただっただった…………！！！！

玉掘公葬地玉掘公葬地玉掘公葬地玉掘公葬地

煙水晶

石英

↑佐藤さん所有物

両錘のある

水晶

※地元の小学生が採掘

＜協力＞ 摺沢史談会／摺沢振興会／摺沢水晶あんどん祭り実行委員会／石と賢治のミュージアム

＜参考文献＞ 加藤進一(1967)『東山氏学研究発表会資料 摺沢町史抄』/摺澤尋常高等小学校編(1915)

『摺澤村誌』/奥玉村誌「まとめる会」実行委員会(1988)『奥玉村誌』/摺沢史談会（1998)『郷土史叢書

第三集 摺沢の歴史を探ねて』/大東町教育委員会(2000)『大東町の地名』/奥玉愛林公益会(2011)『史

跡が語る勾玉の郷』/「角川日本地名大辞典」編纂委員会(1985)『角川日本地名大辞典 ３ 岩手県』

毎年８月13～15日に行われる「摺沢水

晶あんどん祭り」。昭和61年、お盆の迎

え火を兼ね、摺沢商店街の活性化を図る

ために地域有志が創り上げたお祭りで、

今年で35回目(昨年と今年はオンライン

開催)。水晶にちなみ、あんどんを六角

形にしているのが特徴。

実際に調査中に採取した鉱物に、地元の方が過去に玉堀山周辺

で採掘していた鉱物を加え、計７点の鑑定を依頼。その結果……

なんと７７７７点中点中点中点中４４４４点点点点がががが水晶水晶水晶水晶であることが判明！

しかもその４点のうち３点は「煙水晶煙水晶煙水晶煙水晶(淡褐色や暗褐色の色合いを

持った水晶)」、透明の六角柱の物については「両錘両錘両錘両錘」という両端

に結晶の頭が見られるもので水晶水晶水晶水晶としてはとしてはとしてはとしては特特特特にににに素晴素晴素晴素晴らしいものらしいものらしいものらしいもので

あることが判明しました。

ちなみに、残りの３点は「石英石英石英石英」。水晶水晶水晶水晶もももも鉱物学的鉱物学的鉱物学的鉱物学的にはにはにはには石英石英石英石英にににに

分類分類分類分類されるそうですが(水晶も石英も二酸化ケイ素(SiO₂)からなり、

同じ結晶構造を持っていれば鉱物学的には全て石英に分類)、その

中でも温度・時間・場所など様々な好条件が重なり、「「「「石英石英石英石英のののの結結結結

晶晶晶晶がががが肉眼肉眼肉眼肉眼でもわかるでもわかるでもわかるでもわかる大大大大きさにきさにきさにきさに成長成長成長成長したものしたものしたものしたもの」」」」をををを「「「「水晶水晶水晶水晶」」」」とととと呼呼呼呼ぶぶぶぶそ

うです。

▲ゴミ集積所の扉に

も水晶モチーフを発

見！


